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回　覧

  10／11月の行事予定

月/日・(曜) 行　　事 場　所 時　間 主催者・備考

10/12 (木) 金森ﾐﾆｻﾛﾝ 自治会館 14:00 福祉部会（生ﾊﾞﾝﾄﾞの歌声喫茶）

10/17 (火) 百歳体操 自治会館 14:00 老人ｸﾗﾌﾞ
10/22 (日) 小津ふれあい広場 小津会館と周辺 9:30 まちづくり市民活動部会
10/29 (日) 自治会館清掃 自治会館 地区指示 信楽
10/29 (日) 金神社清掃 金神社 地区指示 川向
11/8(水)16(木) 心と心をつなぐあいさつ運動 金森大門橋周辺 7：20～7：45 青少年部会＆協力団体､等
11/12(日)21(火) 百歳体操 自治会館 14:00 老人ｸﾗﾌﾞ
11/11 (土) 3世代交流ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会 自治会館 8:00 自治会/老人ｸﾗﾌﾞ
11/18 (土) 金森ﾐﾆｻﾛﾝ 自治会館 14:00 福祉部会（特殊詐欺注意、等）

11/19 (日) 人権学習会 自治会館 14:00 人権部会（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄと人権）

11/26 (日) 自治会館清掃 自治会館 地区指示 本郷
11/26 (日) 金神社清掃 金神社 地区指示 本郷
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河川愛護清掃
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湧水公園を守る会の活動報告 湧水公園を守る会

2023.9/20

平素皆さんには自治会活動及び、湧水公園の管理にご理解と、ご協力を頂き有りがとう御座います。県立琵琶

湖博物館の協力により｢旭化成」とともに「指定希少野生動植物種の保護増殖事業」の認定申請をすることになり

ました。以前に”環境活動推進賞”を日本ビオトープ協会より表彰されています。

500匹ほどいたハリヨが6月、7月と泳ぐ姿がほとんど見られず、ザリガニが多くなってきました。

8月に「学芸員」とハリヨ保護増殖事業の打合せを行いました。又、応援者等でザリガニ駆除（捕獲）を行い夜9

時過ぎまでで150匹ほど捕獲した。（それ以前にも「学芸員」が、夜200以上駆除しました。）

池の状態として水草を移植ししました。ハリヨが産卵できるように池の状態を良くしたいと思います。

夜にはハリヨが元気に泳ぐ姿が40～50匹見られました。ｻﾞﾘｶﾞﾆは、昼間は姿を見せない。

水草の移植をしました。
池の周り（水際）の草は刈りこんだり刈り取ったり

しないようにしてください。

9月中ごろ､夜ｻﾞﾘｶﾞﾆ確認にて赤いザリガニ20匹くらいその他5，60

匹捕獲（県の学芸員とで（1時間半くらい）

当分は時々夜のｻﾞﾘｶﾞﾆ捕獲する必要があると思われます。

水温測定器が設置されていますので触らな

いようにしてください。

アメリカザリガニの被害：生態系への影響なんでも食べる雑食性で、もとからいた水生生物をたくさん食べて、

絶滅の危機に追いやります。水草を食べたり、はさみで切ってしまうため、ほかの生きもののすみかや産卵場

所がなくなります。水草がなくなると、アオコなどの植物プランクトンによって水が濁り、生態系全体が壊れてしま

います。アメリカザリガニは「侵略的外来種」駆除が必要です。

ビオトープとは、空間の大きさに関わらず動植物が安定して生息することのできる空間である。

金森湧水公園の環境維持や保全活動を評価された。
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